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研究成果の概要（和文）：本研究は、アジア諸国への技術移転が、現地のICT産業の発展にどのような影響を与
えたのかを分析した。そのため、中国、台湾、東南アジアなどのICT企業を調査し、日本からのアウトソーシン
グがどのようなしくみで現地の影響を与えるのかを明らかにした。その成果として、英語での書籍を執筆したほ
か、多数の論文を発表した。また、国内外の学会でその成果を報告した。日本国際経済学会では、共通論題での
報告を行った。

研究成果の概要（英文）：This project analyzed the effect of technology transfer on the development 
of the ICT industry in Asian countries. For this purpose, the research team interviewed the ICT 
firms in China, Taiwan, and Southeast countries. The research team focused especially on what kind 
of influence the outsourcing from Japan to those countries has to the Asina ICT industry.

研究分野： ICT産業論

キーワード： ICT産業

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アジア諸国におけるICT産業の発展は著しく、新しい製品やサービスが次々と生まれている。こうした急速な発
展を生み出した理由の一つは、先進国からの技術移転が起きているからである。しかしながら、そうした技術移
転がどのように行われているのかは十分に分析されていない。よって本研究は、日本からのアウトソーシングに
注目して、その技術移転の在り方を分析した。そして、それを著作、論文、学会報告という様々な形で公表し
た。こうした研究成果は、アジアのICT産業の実態を理解するのを助けることとなる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 米国からインドへのソフトウェア開発のアウトソーシングが急増し、それがインドのソフト
ウェア産業の発展をもたらした。こうしたソフトウェア開発のアウトソーシングは、インドへの
技術移転を伴う。そのため、インドは、このアウトソーシングを通じて所得拡大と技術向上を実
現したのである。 
 ソフトウェア開発のアウトソーシングは、日本からも行われている。その大半は中国向けであ
るが、ベトナム、インド、フィリピンなどへも行われている。また、日本からのアウトソーシン
グの全体からすれば小規模だが、バングラデシュやインドネシア、ミャンマーなどといったアジ
アの様々な国々へのアウトソーシングも行われている。こうした日本からのアウトソーシング
に伴って技術移転も起こっている。 
 こうしたアウトソーシングがアジア諸国の ICT 産業の発展にどう貢献しているのか、という
点について、これまであまり分析がなされていなかった。そこで、日本からのアウトソーシング
の現状はどうなっているのかという点から調査をする必要があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、上記の日本からのアウトソーシングが、アジア諸国の ICT 産業に与える影響を分
析することを目的とする。そこで、中国、ベトナム、フィリピンなど個々の国における ICT 産
業の現状を調査したうえで、日本からのアウトソーシングがどのような規模・方法で行われてい
るのかを明らかにし、そして、アウトソーシングに伴う技術移転の実態と、それが現地の ICT産
業の発展にもたらす影響を分析する。 
 技術移転が実際にどう行われているのか、また、それが現地の ICT 産業の発展にどう影響を
与えているのかを明らかににするために、本研究は、現地調査を実施し、企業への聞き取り調査
を何度も実施する中で、現地企業がどのように技術移転を受けたのか、また、その技術を現地企
業がどう活用しているのかを見つけ出す。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、日本側の研究者に加えて、中国、ベトナム、フィリピンなどの現地の多数の研究者
が研究協力者として参加している。それらの研究者が、それぞれ担当国を決めて、現地調査を行
った。そして、その調査結果をもとに、研究者が集まって議論するという方法をとる。 
 そのため、本研究チームは、現地調査を繰り返し実施した。同じ企業を何度も訪問し、調査結
果を確認しながらさらにそれを掘り下げるという方法で、アウトソーシングや、それに伴う技術
移転、そしてその技術移転の他のプロジェクトへの活用、という点を調査した。一方、統計資料
から、各国の ICT 産業がどう発展しているかのかについて分析した。そしてそれらの調査結果
やデータの分析結果などから、日本からのアウトソーシングのもたらす全般的な影響を分析し
た。 
 
４．研究成果 
 まず、本研究チームは、Springer 社から、以下の書籍を刊行した。 
 
Hirakawa, Hiroshi, Nobuhiro Takahashi, Ferdinand C. Maquito, and Norio Tokumaru 

eds. (2017) Innovative ICT Industrial Architecture in East Asia: Offshoring of 
Japanese Firms and Challenges Faced by East Asian Economies, January, Springer. 

 
 本書は、各国において ICT 産業が急速に発展していることを明らかにした。同時に、これまで
あまり分析されていなかった、海外からのアウトソーシングの影響を分析した。この研究により、
多くに企業がアウトソーシングによって技術移転を受け、技術向上を実現していることを明ら
かにした。さらに、日本の ICT 企業がそれらの国々において新しいビジネスを実施するなどの現
状が見られる。よって、技術だけでなく、新しい財やサービスという点でも日本企業による貢献
があることを明らかにした。 
 さらに、次の書籍も出した。 
 
高橋信弘編 (2018)『グローバル化の光と影 －日本の経済と働き方はどう変わったのか－』晃
洋書房、１１月。 

 
 本書において、日本企業からのアウトソーシングを受ける中国企業が、技術力向上を実現し、
よって、そのうちの一部の企業が、日本のエンドユーザーと直接取引するようになった点を論じ
た。これは、技術移転が、ビジネスの新しい在り方を生み出したことを示している。 
 このように、本研究は、複数の書籍という形でその研究成果を公表することができた。これら
は、研究者、そして、アジアビジネスに関与する実務家などに対し、本研究の研究成果を分かり



やすく伝えるという点で大きな意義があるであろう。 
 また、本研究は、国内外の雑誌に多数の論文を発表したのに加えて、多数の学会報告を行った。
特に、本研究チームが学会の共通論題の報告者に選ばれ、以下の報告をした。 
 
高橋信弘・平川均・中原裕美子・徳丸宜穂 (2018)「ICTの発展とオフショアリング」日本
国際経済学会 全国大会 共通論題「第 4次産業革命の衝撃－ICTの発展と国際経済－」
での報告、2018年 10月 13日。 

 
 このことは、本研究の研究テーマが、学会において、高い関心を持たれていることを意味して
いる。この学会報告では、米国やアジア諸国での ICT 産業の発展や、そこへのアウトソーシング
の拡大という現状に基づき、日本の ICT 産業の発展を促すための施策が強く求められることを
論じた。つまり、世界の ICT 産業の急速な発展に比べて、日本の発展が遅れており、このままで
はその差がますます大きくなってしまうということを主張したのである。そして、その施策とし
て、日本において ICT 産業のエコシステムを作り上げることが必要である点や、日本企業がその
ガバナンスを変革する必要がある点を論じた。 
 このように、アジア諸国の ICT 産業の研究に基づき、日本の ICT 産業の現状と発展の在り方を
論じるという点で、本研究が様々な方向へ展開可能であることを示している。 
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